



















































21年度には Findlay教授（SwinburneUniversity of 
Technology）の協力を得て、オーストラリアでのデー
タ収集と分析を行なった。22年度には、日本とオー
ストラリアのデータを用いて比較文化的に検討を進める。
マイノリティ研究グループでは、中国と韓国を中心
に、マイノリテイグループを巡る価値意識の対立と、
福祉課題ならびに政府、民間レベルでの対策を検討し
ている。21年度に、中国については、北京市内居住
出稼ぎ労働者（農民工）を対象に、移動人口の経済、
社会福祉、人権問題を中心とした面接調査を実施し、
農民工雇用企業でも聞き取り調査を行うことにより実
態を把握し、マイノリテイのメインストリーム化との
関連で分析を進めた。また韓国については、北朝鮮か
らの離脱住民を支援する複数組織に福祉、人権問題に
対する聞き取り調査を実施し実態を整理した。マレー
シアを含め、包摂と排除の論理に含まれる価値対立の
構図を明らかにすることを目指す。
1）平成22年度からフェリス女学院大学文学部教授
2）このほか、ラジエンドラン・ムース（平成20
年度）、中谷敬明（平成20、21年度）が参加
???? ?
